
【卒業生から感謝の言葉】

【お父さんお母さんへプレゼント】

☆卒業記念品
として、町か
ら英和辞典、
杉江正美様か
らはペン立て
をいただきま
した。
ありがとうご
ざいました。
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令和３年３月１９日(金) 第１８号 文責：八代 英樹

八峰町立八森小学校
目指す子ども像

①よさを伸ばし合う子ども
②つながりを大切にする子ども
③自らとふるさとを拓く子ども

３月１６日に卒業証書授与式を行いました。
今年度は、卒業生と保護者、４・５年生と

教職員が会場（体育館）に入って行いました。
ソーシャルディスタンス確保のため参加者

は、ご来賓が町長様とＰＴＡ会長様のみとな
りました。お二人からはご祝辞もいただきま
した。また、１～３年生は各教室でテレビ中
継を見ての参加となりました。在校生の思い
は、学年毎にビデオメッセージに込めて会場
で披露しました。
例年行っている全校での歌や呼びかけは取

り止めましたが、卒業生から一言ずつ家族へ
の感謝の言葉を述べる場面がありました。そ
の途中にお父さんやお母さんへプレゼントを
渡すと、感激の涙があちこちで見られました。
卒業生が八森小学校での思い出を胸に、中

学校でもがんばろうと思えるような卒業式に
できたと思います。

在校生代表５年生
の岡本湊斗さんが、
タブレット操作を
して各学年のメッ
セージをスクリー
ンに映し、それを
紹介しながらあい
さつしました。

笑 顔 の 似
合 う 卒 業
生でした。

い つ ま で
も 明 る く
な か よ し
で い て く
だ さ い 。



３月１９日に、修了式を行いました。
まずは、各学年代表に修了証を授与しました。
その後、各学年１名ずつが作文を発表しました。
内容を要約して紹介します。

１年 よした ももは
１年生で楽しかったことは、学習発表会で

す。けんばんハーモニカで「きらきらぼし」
を上手に演奏できました。もう一つは、なか
よし交流会でどんぐりこまとやじろべえを作
り、子ども園のひまわり組さんと遊ぶことが
できたことです。とても楽しかったです。
２年生ではかけ算と漢字をがんばります。

かけ算の百ます計算をがんばり、漢字はてい
ねいに書いて正しく覚えたいです。

２年 門脇 ひな
２年生で心に残ったことは勉強です。算数

で水のかさや長さの単位をおぼえたり、九九
をおぼえたりできたことがうれしかったで
す。徒競走大会80メートル走１位もうれしか
ったし、400メートル走もがんばりました。
３年生では社会の勉強をがんばります。見

学もしてたくさんのことを知りたいです。あ
いさつもがんばります。春休みは２年生の復
習をして３年生になる準備をしたいです。

３年 加賀谷 紅亜
学級委員になり、「八小サミット」で高学

年の人に教えてもらいながら発表しました。
学級で司会をしたらみんなの前で話すことに
なれました。学習では百ます計算をがんばり
計算が速くなりました。自学もがんばり、テ
ストで満点をとれました。
春休みはこれまでの復習をがんばり、健康

に過ごしたいです。お手伝いとして弟のめん
どうを見ながら、なかよく遊びたいです。

４年 齋藤 心愛
思い出の一つ目は、バスケでユーロステッ

プでシュートが入ったことです。二つ目はお
楽しみ会でダンスを見たり、おやつを食べた
りしたことです。三つ目はなわとびで二重跳
びができるようになったことです。
春休みは、バスケと、勉強と、お手伝いを

がんばります。特に直方体と立方体の復習を
したいです。４月には、６年生をしっかりサ
ポートできる５年生になりたいです。

５年 須藤 慎之助
１番の思い出は、楽天ジュニアのセレクシ

ョンに参加したことです。東北６県で選ばれ
た100人が仙台に集まり、あいさつや礼儀な
どについて教えてもらいました。バッティン
グや守備をやって、よい経験になりました。
４月から最上級生になり、学校の先頭に立

つことになります。５年生は声量について注
意されることもありましたが、恥ずかしがら
ずはっきり話し、すてきな八森小をつくって
いきたいと思います。

主な

３月１９日（金） 修了式

３月２０日（土） 春季休業日(～４／５)

３月２６日（金） 離任式

４月 ６日（火） 新任式・始業式

４月 ７日（水） 入学式

４月１７日（土） ＰＴＡ総会

お礼
今年度は、予定通りに行事ができなか
ったり、マスク着用の生活をしなければ
ならなかったりと、がまんの多い一年で
した。安全に通常の学校生活を送ること
を第一に考え学校運営を行いましたが、
物足りなさを感じることも多かったと思
います。これまで温かく見守っていただ
き､また、ご協力もいただきました。あり
がとうございました。
来年度は、できるだけ体験や交流の機

会を確保したいと考えております。今後
も、どうかよろしくお願いいたします。


